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午
後
２
時
、
定
刻
通
り
に
開
会
で
あ
る
。
秋

晴
れ
の
な
か
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

司
会
の
「
周
作
ク
ラ
ブ
会
報
」
副
編
集
長
の

亀
岡
園
子
さ
ん
が
開
会
を
宣
言
し
、
ま
ず
慶
應

義
塾
大
学
の
伊
藤
公
平
塾
長
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
ス
タ
ー
ト
。

ご
自
身
も
遠
藤
作
品
の
大
フ
ァ
ン
と
い
う
伊

藤
塾
長
は
「
宗
教
と
科
学
の
関
係
は
何
な
の
だ

ろ
う
」
と
自
問
し
な
が
ら
作
品
を
読
ま
れ
る
と

い
う
。

次
に
遠
藤
家
長
男
、
遠
藤
龍
之
介
さ
ん
が
挨

拶
。
龍
之
介
さ
ん
は
、
現
在
フ
ジ
テ
レ
ビ
副
会

長
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
会
長
を
つ
と
め
て
い

る
。「（

対
面
で
の
開
催
で
）
懐
か
し
い
お
顔
を
見

て
、
周
作
忌
は
い
い
な
ぁ
、
と
思
い
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
生
誕
一
〇
〇
年
、
父
は
七
三
歳
で

他
界
し
ま
し
た
が
、
最
近
は
父
が
生
前
私
に

言
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。『
六
〇
を
過

ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
夕
方
に
な
る
と
自
分
が
お
世

話
に
な
っ
た
人
、
親
し
か
っ
た
人
た
ち
、
他
界

し
た
人
た
ち
か
ら
か
す
か
な
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
る
ぞ
』
と
。
私
に
は
ま
だ
聞
こ
え
ま
せ

ん
が
」
と
思
い
出
話
を
披
露
し
た
。

参
加
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
遠
藤
先
生
の
思
い

出
を
心
に
描
き
始
め
た
な
か
で
、
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
始
ま
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
遠
藤
周
作

�

（
次
頁
に
続
く
）

�

「
原
点
の
旅
」
が
復
活
で
す
︒
12
Ｐ
参
照
︒

　

 

報
告

―
生
誕
一
〇
〇
年　

周
作
忌

✍

●
第
３
号
議
案

―
今
年
度
事
業
計
画

�

（
加
藤
幹
事
）

▽「
新
年
会
」を
銀
座
の
レ
ス
ト
ラ
ン
（
本
報

12
Ｐ
参
照
）
で
開
催
（
1
／
27
）。
▽「
遠
藤
文

学
原
点
の
旅
」（
５
月
）
詳
細
は
12
Ｐ
、
お
知

ら
せ
欄
参
照
。
▽
年
間
４
回
の
「
会
報
」
発
行
。

●
第
４
号
議
案

―
今
年
度
予
算

�

（
一
田
幹
事
）

別
紙
3
Ｐ
の
通
り
に
提
案
さ
れ
て
承
認
。

●
そ
の
他

―
役
員
に
つ
い
て
（
宮
辺
幹
事
）

本
年
１
月
に
逝
去
し
た
加
賀
乙
彦
会
長
の
後

任
と
し
て
、
加
藤
宗
哉
幹
事
が
会
長
代
行
と
し

て
当
面
は
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
幹
事
会
か

ら
提
案
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

周
作
ク
ラ
ブ
役
員
・
委
員
一
覧

�

２
０
２
３

�

敬
称
略
（
項
目
中
は
五
十
音
順
）

会
長
代
行　

�

加
藤
宗
哉
（
総
務
担
当
を

兼
務
）

顧
問�

黒
井
千
次

幹
事�

一
田
佳
希
（
会
計
・
編
集
担
当
）

�

今
井
真
理
（
総
務
・
編
集
担
当
）

�

加
藤
宗
哉
（
総
務
担
当
）

�

高
橋
千
劔
破
（
編
集
担
当
）

�

宮
辺
尚
（
会
員
管
理
担
当
）

監
査　

大
澤
眞
里
／
髙
田
幸
子

【
総
務
】
委
員　

石
井
由
里
亜
／
清
水
優

子
（
編
集
兼
務
）
／
田
村
百
合
子

【
会
報
】
編
集
長
・
高
橋
千
劔
破
／
副
編

集
長
・
亀
岡
園
子
／
顧
問
・
山
根
道

公　

委
員　

大
原
雄
／
近
藤
恭
弘
／

高
木
香
織

【
会
計
・
会
員
管
理
】
委
員　

伊
東
智
香

／
樋
口
（
八
木
）
文
子

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
23
回
定
時
総
会
は
、
９

月
30
日（
土
）、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
校
舎
内
・

東
館
6
Ｆ
Ｇ
―
Ｌ
ａ
ｂ
で
12
時
半
か
ら
開
催
。

出
席
総
数
は
、
委
任
状
１
８
６
通
を
合
せ
て
計

２
０
２
名
（
過
半
数
は
１
７
０
）
で
成
立
。

会
議
に
先
立
ち
、宮
辺
尚
幹
事
（
会
員
担
当
）

か
ら
会
員
数
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ

の
１
年
間
に
お
け
る
入
会
者
は
20
名
、
退
会
者

は
21
名
で
、
計
１
名
の
減
少
（
前
年
度
は
２
名

減
）。
９
月
30
日
現
在
の
会
員
総
数
は
３
３
７

名
（
た
だ
し
「
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
」
は
除
く
）。

こ
の
報
告
の
あ
と
、
幹
事
会
か
ら
推
薦
で
会

員
の
大
原
雄
さ
ん
が
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
、

議
事
に
移
っ
た
。

●
第
１
号
議
案

―
前
年
度
事
業
報
告

�

（
加
藤
宗
哉
幹
事
）

昨
年
の
総
会
か
ら
本
年
８
月
ま
で
の
事
業
は
、

▽
２
０
２
２
周
作
忌
（
ビ
デ
オ
上
映
「
母
な
る

も
の
」）（
9
／
25　
慶
應
義
塾
大
学
内
北
館
ホ
ー

ル
）、
▽
オ
ン
ラ
イ
ン
新
年
会
・
福
引
付
き
／

ゲ
ス
ト
は
音
楽
座
「
泣
か
な
い
で
」
主
演
の
森

彩
香
さ
ん
（
1
／
28
）、
▽
長
崎
市
遠
藤
周
作

文
学
館
主
催
の
生
誕
100
年
展
に
自
由
参
加
、
そ

の
後
の
出
津
教
会
「
遠
藤
周
作
と
す
べ
て
の
キ

リ
シ
タ
ン
の
た
め
の
ミ
サ
」（
主
催
・
周
作
ク

ラ
ブ
長
崎
）
開
催
に
協
力
。
▽
「
遠
藤
文
学
原

点
の
旅
・
日
帰
り
版
」
と
し
て
「
軽
井
沢
高
原

文
庫
に
遠
藤
周
作
生
誕
百
年
展
」
を
観
る
（
7

／
22
）、
▽
劇
団
民
藝
・
稽
古
場
公
演
「
善
人

た
ち
」
を
希
望
者
は
観
劇
。
ま
た
、「
会
報
」

は
予
定
通
り
計
４
回
の
発
行
。

●
第
２
号
議
案

―
前
年
度
会
計
報
告

�

（
一
田
佳
希
幹
事
）

前
年
度
の
収
支
お
よ
び
繰
越
金
は
別
紙
（
3

Ｐ
）
の
通
り
。
監
査
結
果
も
報
告
さ
れ
、
す
べ

て
承
認
さ
れ
た
。

会場に飾られた写真

生
誕
一
〇
〇
年　

周
作
忌
２
０
２
３

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
遠
藤
周
作
―
時
代
を
超
え
る
文
学
」
が
開
催

９
月
30
日
（
土
）、
慶
應
義
塾
大
学
・
三
田
校
舎
内
Ｇ
―
Ｌ
ａ
ｂ
に
お
い
て
、
三
田
文
学
会
と

の
共
催
で
、
生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
す
る
周
作
忌
が
開
催
さ
れ
た
。
開
場
参
加
と
リ
モ
ー
ト
方

式
で
行
わ
れ
、
１
３
０
人
の
参
加
者
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
催
し
に
。
慶
應
義
塾
大
学
塾
長
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
始
ま
り
３
人
の
パ
ネ
ラ
ー
を
迎
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
遠
藤
文
学
の
神
髄

に
ふ
れ
る
格
調
高
い
内
容
と
な
り
、
参
加
者
た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
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◆主な記事◆
周
作
忌
・
周
作
ク
ラ
ブ
総
会�

1
～
2
面

会
計
報
告�

３
面

会
則�

４
面

遠
藤
周
作
文
学
館
便
り�

５
面

読
書
感
想
文
最
優
秀
作
品�

６
～
７
面

連
載
・
樹
座
の
30
年 

最
終
回�

８
面

遠
藤
周
作
文
学
館
便
り�

９
面

「
善
人
た
ち
」
公
演�

10
面

学
会
報
告
と
会
員
寄
稿�

11
面

お
知
ら
せ
欄�

12
面


